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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は､スリランカにおける水田農業の土地および労働力の利用方式の特質をふまえ､

近代化過程にある稲作痙営の展開構造を実証的に解明し､･その発展の経済的要因を明らか

にした｡

スリランカの土地所有制は､封建制から植民地時代までの長い期間地主的大土地所有制

のもとに.あり､194$年の独立後にはじめて農民的土地所有制が実現した｡この間水田農

業は自給的な低生産力水準のままで､国の食糧自給率もきわめて低位な水準にあり､稲作

農業の近代化と生産力の向上は国家としての経済的自立のための基本的課題わ1つとなっ

ていた｡農地改革につづく｢緑の革命｣そして開放経済体制のもとで､潅漑施設の建設､

多収性品種､大型機械､化学肥料･農薬が導入され､.稲作農業の近代化が進み､米の生産

量の増加とともに自給率も著しく向上した｡

現代の稲作農家の経営規模階層間の生産力格差の形成とその経済構造を実証的に解明す

るために､1997年と1998年にスリランカの土ッパワラ地域でユ10戸の農家調査

を実施した｡その結果にもとづき､稲作農業に関するコストや所得を試算し､現代の稲作

農家の経済状況に影響している要因について分析し､第1に､肥料･農薬の投下量が米の

収量に比例していること｡第2に､肥料･農薬の投下量は､経営面積に比例して増加し､

稲作の収量は経営面積が大きくなるほど増加する傍向が見られること｡第3に､1エーカ

ー当たりの稲作の粗収益と総コストは経営面積が大-きくなるにしたがって増加するが､所
得については､経営規模間の相違は見られないこと､などを明らかにした｡このように稲

作の経常規模間の生産性と収益とにかかわる諸指標の間にズレがあることについて､その
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要因は､①近代的稲作の生産力的優位性､②米価低下､･農業資材費用などの相対的高価格

性のもとでの収益性の低さ､~③不十分な潅漑条件などのもとでの農業雇用費用負担の高さ､

などにある｡

そのために､小規模農家は自給的稲作経営の域をでず､貸労働に従事し､土地を喪失す

るケースも見られること｡そして中間層は､質地借地(ウカス)などによる土地の集積に

よって経営規模の拡大を図り､大規模経営農家は､稲作経営の一層の拡大では･なくて金貸

し､農機具レンタル､土木事業監督､農産物の集荷･販売な一どのサイドビジネスに投資す

る候向が強まっている｡このような農民階層の分化僚向は､農業近代化を妨げ､階層間の

所得格差を拡大し､農村内の社会的緊張を強める基本的な要因の1つとなっている｡

近年の低価格な輸入米の増加による生産者米価の低下や雇用賃金などのコストの高騰

が､大規模経営のスケールメリットを不十分なもの.とし､経営的優位性が確認できない要

因となっている｡スリランカの自立的な経済的発展の条件七して､基礎的食塩である米の

自潜率の向上が必要であり､そのために十分な用水の確保と潅漑施設整備､生産意欲を刺

激する生産者米価､そして農村地域における就業機会の拡大が課題としてなっている｡

審 査 結 果 の 要 旨

この研究では､発展途上にあるスリランカを対象として､水田農業の土地および労働力

の利用方式の特質をふまえ､近代化過程ヒある稲作経営の展開構造を実証的に解明し､そ

の発展の経済的要因を明らかにしたク

スリランカの農地利用方式は､自作地の他に｢共同回し作り(ka仙maru)｣､｢刈り分け

小作(ande)｣r質地借地(.ukas)｣など､また労働力利用方式も､家族労働の他に｢労働

交換(attamIabor)｣r請負労働(contract)･｣やr雇用労働(hiredlabor)｣など､伝統的､封

建的そして近代的な数種類の形態が混在して存在している｡そのため農業甲近代化が妨げ

られている｡

稲作農家の経営規模階膚間の生産力格差の形成とその経済構造を実証的に解明するため

に､1997年と1998年にスリランカのエツパワラ地域で110戸の農家調査を実施

した｡その結果にもとづき､稲作農業に関する･コストや所得を試算し､現代の稲作農家の

経済状況に影響している要因について分析し考察した｡その結果､第1に､肥料･農薬の

投下量が米の収量に比例していること｡第2に､肥料･農薬の投下量は､経営面積に比例

して増加し､稲作の収量は経営面積が大きくなるほど増加する傾向が見られること｡第3

に､1エーカー当たりの稲作の粗収益と総コストは経営面積が大きくなるにしたがって増

加するが､所得については､経営規模間の相違は見られ寧いこと､などである｡このよう

に稲作の経営規模間の生産性と収益とにかかわる諸指標の■間にズレがあることが明らかし

た｡その要因は､①近代的稲作の生産力的優痘性､②米価低下､農業資材費用などの相対

的高価格性のもとでの収益性の低さ､③不十分な準漑条件などのもとでの農業雇用費用負

担の高さ､などにある｡

そのために､′ト規模農家は自給的稲作経営の域をでず､貨労働に従事し､土地を喪失す

るケースも見られること｡そして中間層は､質地借地(ウカス)などによる土地の集積に
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よって経営規模の拡大を廃り､.大規模経営農家は､稲作経営の一層の拡大ではなくて金貸

しや農機具レンタルなどのサイドビジネスに投資する傍向が強まっている｡このような農

民階層の分化傾向は､農業近代化を妨げ､階層間の所得格差を拡大し､農村内め社会的緊

張を強める基本的な要因の1つとなっている｡また､近年の低価格な輸入米の増加による

生産者米価の低下や雇用賃金などのコストの高騰が､大規模経営のスケールメリットを不

十分なものとし､経営的優位性が確認できない要因となっている｡

以皐について､審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文

として十分価値あるものと認めた｡
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